
宮崎県デジタル化アクションプラン

～デジタルの力を全ての社会へ～
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○安全・安心な暮らしの確保 ○持続可能な産業構造の構築 ○地域や産業を支える人財の確保

本県の直面する課題 ～ 未曾有の人口減少時代

宮崎県デジタル化アクションプラン ～ デジタルの力を全ての社会へ ～ （概要）

労働力不足による、サービスや産業の維持・活性化が困難に

誰でも・どこでも
デジタルの恩恵を
受けれられる社会

アクションプランで目指す姿（目標）

行かない窓口
書かない窓口

ｻｰﾋﾞｽが一人ひとり
に最適化され
充実した生活

限られた資源を
最大限活用し

高い生産性を実現

デジタル化による課題の解決と新しい価値の創出

今後２年間での主な取組事例

納税証明書請求や
図書予約などの

手続きオンライン化

高齢者向けｽﾏｰﾄﾌｫﾝ講座
やｾｷｭﾘﾃｨ教室の開催

農林水産業への
ＩＣＴ導入支援

行政 情報環境地域産業暮らし教育文化

県職員のデジタルに関する
資格取得支援や

市町村へのデジタル
関連研修会開催

コミュニティバスの
デマンド化

介護ロボットの導入や
医療Ｍａａｓの検討

産業のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に向けた
研修会の開催及び

実装支援

光ファイバ未整備地域
に対する環境整備

県民誰もが輝き、安全・安心で豊かさを実感できる人間中心のデジタル社会の実現


